













schönste Fest der Welt)」（1955 年），「家宅捜索(Haussuchung)」（1963 年），「失望






















































	 クリスティーナ：長くはかからないわ。彼（＝ボッセ）を呼んできて，すぐに戻ってく	 	 	 	 	 	 	 	 	 
























































	 クリスティーナ：これですべてが明らかになったのよ。何もなしってわけにはいかない	 	 	 	 	 	 	 	 	 
でしょう・・・どうするの？ 
	 ボッセ：わけにいかないって？いったい何が起こったって言うんだ？無知の状態が終わ	 	 	 	 	 
ったんだよ。俺たちは，お互いに相手のことが分かったんだ。 
	 クリスティーナ：ええ。（だから）もはや先に進むことはできないのよ。 






























































































































	 ここから分かるのは，聴取者は，決してすべてを見通せる高みから，あるいは第 3 者的
な位置から物語を見守るのではない，ということである。聴取者も明らかに牢獄の中にお


































えば，先に作品名のみ挙げておいた『パンと見世物(Brot und Spiele)』を参照してみよう。 






































































                                                   
1) 本稿は，科学研究費が交付されている期間内に執筆した 3 本の論文・研究ノート，すな
わち①「時間の文学としてのジークフリート・レンツ――ラジオドラマ「家宅捜索」と長
編小説『パンと見世物』（〔「山形大学人文学部研究年報」第 8 号〕2011 年，145～159 ペー
ジ），②「聴取者はどこにいるのか――ジークフリート・レンツの２つのラジオドラマ」（〔「ド
イツ文学論集」第 44 号〕2011 年，76～87 ページ），③「固定される聴取者，明かされな
い過去――ジークフリート・レンツのラジオドラマ「迷宮」」（〔「山形大学人文学部研究年
報」第 9 号〕2012 年，171～184 ページ）における研究内容をまとめ，必要に応じて加筆・
修正したものである。 
2) 「60 年代になってラジオの聴衆がテレビに奪われ，グルッペ 47 の文学を世に広めた「放
送劇」も，その役目を終えた。」（恒川隆男他：『文学にあらわれた現代ドイツ』（三修社，
1997 年，22 ページ。）） 
3) 「作家たちには，数百万という聴取者をバックに，高い原稿料が支払われた。」（『文学に
あらわれた現代ドイツ』，21 ページ。）また，全盛期には，ラジオドラマに関する番組が，
毎年約 1000 件放送されていた。(Ohde, Horst : Das Literarische Hörspiel – Wortkunst im 
Massenmedium. S.474. In : Literatur in der Bundesrepublik Deutschland bis 1967. 
Hrsg. von Ludwig Fischer. München,Wien(Carl Hanser)1986.) 
4) ドイツの「過去 Vergangenheit」」と言った場合，20 世紀中頃に起こったナチズムに端
を発する一連の出来事（第 2 次大戦，大量虐殺，戦争責任など）を指す。 
5) 聴取者は，手紙等の手段によって，制作者側にメッセージを送ることはできるが，ここ
 49 




6) Lenz, Siegfried : Werkausgabe in Einzelbänden. Hamburg(Hoffmann und 
Campe)1998. Bd.18. S.189. 斜自体の部分はト書き。（	 ）内は引用者による説明であるこ
とを示す。以下の引用でも同じ。 
7) 本稿を執筆するに当たり，実際の放送を録音した CD-ROM を使用した。Siegfried Lenz. 
Das Rundfunkwerk. Hörspiele, Features, Essays, Feuilletons, Reisebilder, 
Autobiografische Texte, Gespräche, Dokumente. Hrsg. von Hanjo Kesting. 
Hamburg(Hoffmann und Campe) 2006. 
8) Lenz, Siegfried : Werkausgabe in Einzelbänden. Bd.18. S.209. 
9) ibid. Bd.18. S.215f. 
10) ibid. S.216. 
11) Lenz, Siegfried : Zeit der Schuldlosen. Zeit der Schuldigen. Hamburg(Hans 
Bredow-Institut) 3. Auflage. 1964. S.83. 
12) ibid. S.80. 
13) 石田勇治：『過去の克服	 ヒトラー後のドイツ』（白水社，2002 年，73 ページ） 
14) Lenz, Siegfried : Zeit der Schuldlosen. Zeit der Schuldigen. S.10f. 
15) ibid. S.49. 
16) たしかにこのラジオドラマは，その後舞台にのせられ，「単に成功したというだけでなく，
まさに国際的な成功を収めた。」(Schwitzke, Heinz : Zu den Hörspielen. In : Der 
Schriststeller Siegfried Lenz. Urteile und Standpunkte. Hrsg. von Colin Russ. 




17) Lenz, Siegfried : Werkausgabe in Einzelbänden. Bd.6. S.702. 
18) こうした問題意識の背景には，レンツが 1926 年生まれであるという事情も大いに関係
している。Alfred Neven DuMont は，1926 年および 27 年生まれの人々について，第 2 次
大戦終結時 17 歳から 19 歳であった彼らは，当時戦争を指揮する立場になかったにもかか
わらず，罪だけを負わされた世代であったと指摘している。(Jahrgang 1926 / 27. 
Erinnerungen an die Jahre unter dem Hakenkreuz. Hrsg. von Alfred Neven DuMont. 
DuMont Buchverlag(Köln) 2007. S.7.) この点をふまえれば，「ナチズムを容認（あるいは
加担）した大人こそ，もう一度教育を受けるべきである」という批判は，容易に理解する
ことができる。 
19) Krug, Hans-Jürgen : Kleine Geschichte des Hörspiels. 2., überarbeitete und 
erweiterte Auflage. Konstanz(UVK Verlagsgesellschaft mbH) 2008. S.51. 
20) ibid. S.59. 
21) ibid. S.57. 
